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はじめに
ゴンベ科魚類（Cirrhitidae）は 12属 35種が知

られ（Fricke et al., 2022），そのうち日本国内から

は 8属 15種が報告されている（本村，2022）．ウ

イゴンベ属 Cyprinocirrhites Tanaka, 1917にはウイ

ゴンベ Cyprinocirrhites polyactis (Bleeker, 1874)の

1種のみが知られており，背鰭軟条数が 16–17で

あることと尾鰭が深く二叉することによって同科

他種と識別される（Randall, 1963；林・萩原，

2013）．ウイゴンベは田中（1917）によって和歌

山県田辺市沖で採集された標本に基づき新属新種

Cyprinocirrhites uiとして記載された．種小名 ui

と和名ウイは採集者である宇井縫蔵氏に因む．岡

田・松原（1938）は C. uiに対して和名ウイゴン

ベイ，松原（1955）は C. polyactis (= C. ui)に対し

て和名ウイゴンベイを用いた．その後，Randall 

(1963)により C. uiは C. polyactisの新参異名とみ

な さ れ， 益 田（1975） と 荒 賀（1984） は C. 

polyactisに対してそれぞれ和名ウイゴンベイとウ

イゴンベを用いた．以降，林（1993, 2000），林・

萩原（2013），および本村（2022）などでも C. 

polyactisには和名ウイゴンベが用いられている．

2021年 12月 21日に大隅諸島種子島（鹿児島県）

において，ウイゴンベの幼魚が 1個体採集された．

この標本は種子島における本種の初めての記録で

あるとともに，標本に基づく国内における南限記

録となるため，その形態の詳細を記載し，ここに

報告する．

材料と方法
標本の計数・計測は Randall (1963)にしたがっ

た．計測は実体顕微鏡（Leica EZ4）下でデジタ

ルノギスを用いて 0.01 mm単位で行い，計測値

は体長と頭長に対する百分率（%）で示した．記

載には四捨五入して小数点第 1位までを表記し

た．標準体長（standard length）は体長（SL）と

表記した．標本の作製，登録，撮影，および固定

方法は本村（2009）に準拠した．生鮮時の色彩の

記載は，固定前に撮影された生鮮時のカラー写真

（Fig. 1）に基づきそれぞれ記載した．本報告で用

いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM: 

Kagoshima University Museum） の 魚 類 標 本

（KAUM–I）として登録されている．

結果と考察
Cyprinocirrhites polyactis (Bleeker, 1874)

ウイゴンベ
（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 165314，体長 29.5 mm，頭長 9.2 

mm，鹿児島県熊毛郡南種子町広田漁港沖

（30°26′N, 130°59′E；志垣水産定置），水深 22 m，

2021年 12月 21日，山田守彦．

記載　背鰭条数：X，16；臀鰭条数：III，6；

胸鰭条数 i + 7 + vi；腹鰭条数 I，5；鰓耙数 3+11．

体各部測定値の体長に対する割合（%）：頭長

31.1；体高 25.6；尾柄長 30.1；尾柄高 13.3；背鰭
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第 1棘長 6.1；背鰭第 2棘長 10.9；背鰭第 3棘長

11.8；背鰭第 1軟条長 14.4；臀鰭第 1棘長 9.2；

臀鰭第 2棘長 12.8；臀鰭第 3棘長 12.1；臀鰭第 1

軟条長 13.9；胸鰭長 33.9；腹鰭長 16.6．

体各部測定値の頭長に対する割合（%）：吻長

20.7；眼径 33.5；上顎長 31.3：背鰭第 1 棘長

19.7；背鰭第 2棘長 35.0；背鰭第 3棘長 37.9；背

鰭第 1軟条長 46.2；臀鰭第 1棘長 29.6；臀鰭第 2

棘長 41.1；臀鰭第 3棘長 38.8；臀鰭第 1軟条長

44.7；胸鰭長 108.9；腹鰭長 53.2．

体は細長く，やや側扁する．体高は腹鰭基部

で最大．吻は短くて，やや尖る．頭部背面は円く，

上顎先端から眼上部まで上昇し，背鰭起部にかけ

てゆるやかに高くなる．背鰭棘部基底は体軸とほ

ぼ平行で，背鰭第 10棘基部から尾鰭基底上端に

かけて下降する．頭部腹面はほぼ直線的，下顎先

端から腹鰭基部にかけて下降し，臀鰭起部にかけ

ては体軸と平行となり，尾鰭基底下端にかけてゆ

るやかに上昇する．眼径が頭長の 2/3ほどで眼は

大きい．眼と瞳孔は正円に近い円形．眼隔域はや

や膨出する．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔は互い

に近接し，眼の前方に位置する．両鼻孔は円形で，

前鼻孔には皮弁がある．口は大きく，下顎が上顎

よりわずかに突出する．肛門は円形を呈し，臀鰭

起部前方に位置する．両顎には絨毛状の歯がある

が，口蓋骨や鋤骨には歯がない．前鰓蓋骨後縁は

7本の鋸歯が並ぶが，下縁は円滑．鰓蓋後縁はや

や尖る．頭部と体は円鱗で覆われる．側線は鰓孔

上端から始まり，体背縁と平行に並び，尾鰭基部

中央に達する．背鰭起部は胸鰭基部下端の直上に

位置し，腹鰭起部直上より前方．背鰭棘は第 1棘

が短く，第 4棘が最長で，そこから後方のものほ

ど短いが，最後の第 10棘は第 6–7棘と同程度で

第 1棘より長い．背鰭軟条は第 1軟条が最長で，

Fig. 1. Fresh specimen of Cyprinocirrhites polyactis (KAUM–I. 165314, 29.5 mm SL) from off Tanegashima island, Osumi Islands, 
Kagoshima, southern Japan.
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後方の軟条ほど短い．軟条部の外縁は直線的で，

後端で丸みを帯びる．臀鰭起部は背鰭第 1軟条直

下よりわずかに後方にあり，基底後端は背鰭基底

後端より前方に位置する．臀鰭棘は第 2棘が最長

で，前後の棘より太い．臀鰭軟条は第 1軟条が最

長で，後方のものほど短い．軟条部の外縁は直線

的で，後端で丸みを帯びる．胸鰭後縁は第 8軟条

までは直線的．下方の 6軟条は不分岐で肥厚し，

やや伸長する．そのため，この部分の軟条間の鰭

膜は欠刻する。伸長した胸鰭後端は臀鰭棘部をわ

ずかに超える．腹鰭起部は背鰭第 3棘基部の直下

に位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門に達する．

尾鰭は二叉形である．

色彩　吻と頭部は朱色．体側は淡い朱色．背
鰭棘部は黒みがかった朱色で，第 2–4棘の間に円

い黒色斑がある．背鰭軟条部の第 1–6軟条までは

橙色斑点が3列あり，第7–16軟条は橙色を帯びる．

腹鰭と臀鰭は半透明で不規則な朱色の斑紋があ

る．胸鰭と尾鰭は半透明で橙色斑点列が並ぶ．吻

と頭部，体，および各鰭膜全般に黒色素胞が多く

分布する．

分布　台湾，バリ島，スラウェシ島，アンボ
ン島，オーストラリア西岸・東岸，ニューカレド

ニア，ニュージーランド北部，モーリシャス諸島，

マダガスカル（林・萩原，2013）．日本国内では

千葉県から高知県にかけての太平洋沿岸，宇和海

（愛媛県），日向灘（宮崎県），薩摩半島西岸（鹿

児島県），大隅諸島口永良部島・屋久島・種子島（鹿

児島県），奄美群島沖永良部島（鹿児島県），およ

び沖縄諸島伊江島（沖縄県）から記録されている

（松浦，1997; Senou et al., 2006；林・萩原，2013; 

Motomura and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017；

木村ほか，2017；工藤ほか，2019；藤原ほか，

2020；小枝，2022；工藤ほか，2022；本研究）．

吻と頭部は朱色．体側は淡い朱色．背鰭棘部

は黒みがかった朱色で，第 2–4棘の間に円い黒色

斑がある．背鰭軟条部の第 1–6軟条までは橙色斑

点が 3列あり，第 7–16軟条は橙色を帯びる．腹

鰭と臀鰭は半透明で不規則な朱色の斑紋がある．

胸鰭と尾鰭は半透明で橙色斑点列が並ぶ．吻と頭

部，体，および各鰭膜全般に黒色素胞が多く分布

する．

備考　種子島から得られた標本は，背鰭軟条
数が 16であり，尾鰭が深く二叉することなどの
特徴が，Randall (1963)と林・萩原（2013）が示
したウイゴンベ Cyprinocirrhites polyactis (Bleeker, 

1874)の特徴とよく一致したため，本種に同定さ
れた．本種の日本国内における分布は，「分布」
の項目に示したとおりであるが，このうち，鹿児
島県（薩摩半島西岸・口永良部島・屋久島・沖永
良部島）と沖縄県（伊江島）からの記録は水中写
真に基づく記録である．したがって，記載標本は
種子島におけるウイゴンベの初めての記録である
とともに，国内における標本に基づく南限記録と
なる．
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